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カラーユニバーサルデザインの3つのポイント

できるだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ

色の名前を用いたコミュニ
ケーションを可能にする

　サングラス上のフィルターを利用した「バリアントール」や、携帯電子機器のアプリケーションソフト「色のシミュ
レーター」、パソコンソフトの「フォトショップ・イラストレーター」のチェック機能などを使って、色の配色が見分け
やすいものを選んでいきます。

　最近のテレビのリモコンには、青・赤・緑・黄のボ
タンが付くようになりました。そのボタンには色の
名前も書いてあります。施設の案内のために、床や
扉に色を使っている場合、「緑の扉へ行ってくださ
い」と、色だけで指示をしても分からないことがあり
ます。サイン自体に「緑」と色名を書いておくことで
対策ができます。

色を見分けにくい人にも、情
報が伝わるようにする

　色覚の違いは多様なので、どんなに配慮してもす
べての人に見分けやすいとは限りません。そこで、色
以外のデザイン要素でも違いをつけることが大切に
なります。
　例えば、色と色の境目に白や黒の境界線を入れた
り、線を太くする、色面積を広くするなど、いろんな
工夫が考えられます。
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